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概要 
独立行政法人日本学術振興会が、国立大学や高等
専門学校、あるいは小、中、高等学校等に勤務する
職員等が行う研究を奨励している制度がある。いわ
ゆる科学研究費（科研費）・奨励研究である。本報
告では、その概要、応募申請から採択、研究および
成果の公表、そして今後の展望について述べる。 
 
キーワード：科研費、奨励研究、日本学術振興会 
１．はじめに 
科研費・奨励研究は、小学校・中学校・高等学校・
中等教育学校・特別支援学校・幼稚園・専修学校の
教員、教育委員会の所管に属する教育・研究機関の
職員、企業の職員又はこれら以外の者で科学研究を
行っている者（大学等の研究機関の常勤の研究者等
を除く。） が一人で行う研究で、大学等の研究機関
で行われないような教育的・社会的意義を有する研
究（商品・役務の開発・販売等を直接の目的とする
研究（市場動向調査を含む。）及び業として行う受
託研究を除く。）を助成し、奨励することを目的と
するものである[1]。本学では、過去に何人もの教室
系技術職員が応募し、採択されてきた。それらの詳
しい内容については、公表されているので課題番号
で検索することができる[2-20]。業務に関連するかま
たは、それぞれの技術職員の専門分野における研究
が行われている。本報告では、筆者の経験をもとに、
応募申請から採択、研究の実施とその後の成果発表
までを例を挙げて報告するとともに、今後若い人た
ちへ参考となる事柄について述べる。 
２．応募申請から採択まで 
前節で述べたように、奨励研究は技術職員等が一
人で行う研究で、教育的・社会的意義を有する研究
が奨励されている。ここが重要である。業務（本学
の）に関連していることであれば、教育的・社会的
に意義はあると考えるが、申請書類の書き方によっ
てうまく審査員へ伝えることが重要である。研究の
テーマは最も重要で、何を明らかにするかといった
ことが簡潔に書かれていなければならない。 
奨励研究は単年度で行われるもので、申請はその
前年度の 11 月頃に行う。応募書類は次の 3 種類であ
る。 
１．科研費補助金（奨励研究）研究計画調書 
２．科研費補助金（奨励研究）応募カード 
３．科研費助成事業（科研費補助金）（奨励研究） 
に係る応募等の諸手続及び管理の委任状 
なお、上記の書類は大学等の機関において研究を
行う場合のものであり、個人で行う場合は異なる。 
図 1 に科研費補助金（奨励研究）研究計画調書の
例を示した。研究計画調書は 4 ページでそれぞれの
ページに必要事項を記入する。図1は1ページ目で、
上から審査希望分野、研究課題名（40 字以内）、研
究者氏名、職業、職種、現住所、勤務先、メールア
ドレス、所属学会等、研究略歴となっている。筆者
の場合審査希望分野は、理工系、化学分野で専門番
号は 331 である。勤務先については、機関番号が与
えられており、別表から読み取り記入した。所属学
会等は、なければ記入しない。研究略歴については、
これまでの活動や科研費等の実績があれば記入する。 
 図 2 は研究計画調書の 2 ページ目で、研究目的・
計画・方法を記入するもので、これから行おうとす
る研究の意義を理解してもらうための最も重要な箇
所であり、じっくり考えて記入する必要がある。科
研費の審査員はその分野の専門家であるが、全く同
じテーマで研究している方であれば、多少出来の悪
文章でもある程度理解してもらえるだろうが、それ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 研究計画調書の 1 ページ目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 研究計画調書の 2 ページ目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 研究計画調書の 3 ページ目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 研究計画調書の 4 ページ目 
 
 
なりに努力を強要するものになるから、途中で匙を
なげられるかもしれない。常に読み手のことを考え
てわかりやすく、簡潔に述べる必要がある。また、
上部に注意書きがあり、よく読み込んで齟齬のない
ように記入する。平成 27 年度の奨励研究に応募した
際には、ここでは「社会的背景」、「これまでの研
究の経緯と本研究の目的」、「研究計画」、「研究
環境と研究経費について」の 4 つの項目を記入した。
社会的背景では、奨励研究の意義の一つである社会
的な利点を説明する必要がある。どのようなことが
問題としてあり、それをどう解決していくかという
ことである。同様のテーマを継続して研究してきて
いる場合には、「これまでの研究の経緯と本研究の
目的」の中で述べればよいが、全く初めてのテーマ
であれば、「社会的背景」と一つにまとめて説明し
ても良い。筆者の場合、「社会的背景」では、地球
温暖化物質である二酸化炭素の排出抑制と、石油資
源の枯渇対策として、再生可能な資源としてバイオ
エタノールが注目されている中で、これを原料に水
蒸気改質反応を行い工業的に重要な水素とアセトア
ルデヒドを高効率、選択的に生成する触媒の開発が
社会的意義としてあることを説明した。筆者が奨励
研究に応募し、採択されたのは、2008 年度が初めで
あったので、「これまでの経緯と本研究の目的」で
は、関連のある触媒研究について述べた。3 つ目の
項目の「研究計画」は、具体的にどのような実験な
り、調査なりをいつまでに行うか記入した。これに
関連して、「研究環境と研究経費について」では、
どこで実験を行うか、そのための設備・消耗品等、
12
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研究を進める上で必要なものについて記入した。こ
こで重要なことは、研究を行う場所が確保されてい
るかどうかということと、研究を行う上で調査を行
う場合、第三者の個人情報の保護などの対策がとら
れていることが必要となる。この点については、あ
らかじめ、周囲の了解を得ておくほうが良い。 
 図 3 には研究計画調書の 3 ページ目を示した。こ
のページの前半では、申請時の最近の成果発表につ
いて記入する。技術報告などでの発表も成果の一つ
として示すとよい。後半では、この申請する奨励研
究について、指導してくださる教員等がいれば、そ
の方の氏名、職名、推薦理由または指導方法を記入
する。先程、奨励研究は一人で行うものということ
を述べたが、指導してくださる方がいる場合は、記
入したほうが良い。特に初めて奨励研究を行う場合
は、その方が良い。また、いない場合でも助言を得
られる方を探しておき、その旨記入しておくと良い。  
 図 4 は研究経費一覧で、奨励研究を実施するため
に必要な経費を算出し、記入する。筆者の場合、今
回は 30 万円を超えるような備品の申請はしなかっ
た。消耗品類、情報収集と成果発表のための学会へ
の出張旅費、その他として学会の参加費と発表用ポ
スター制作費である。学会での発表は、研究を初め
てすぐには難しいが、あらかじめ経験があり、成果
が期待できるものであれば、申請しておくと良い。
それぞれの金額についてはカタログ等で調べておき、
計算ミスのないよう注意する。 
図 5 は応募カードで、研究分野の専門番号、研究
課題名、氏名、住所、勤務先、職業、応募経費を記
入する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 応募カード 
研究課題名は 40 字以内と決められているので、研
究内容とよく一致してわかりやすく記入する必要が
ある。また、濁点などのついた文字は、一文字とし
てカウントされる。一番下の欄は、応募経費（金額）
で研究計画調書の 4 ページ目に示した合計金額を記
入する。 
応募申請は、11 月頃であるが、採択が可となれば、
実施年度の 4 月初めに連絡がある。この時、認めら
れる補助金の額が示される。それに合わせて交付申
請書を定められた期日までに提出する。図 6 と図 7
に交付申請書を示した。図 6 は 1 ページ目で、研究
代表者の勤務先・住所・連絡先、自宅住所・連絡先、
氏名を記載する。研究課題名と補助金の使途予定内
訳を記入する。内訳は物品費、旅費、人件費・謝金、
その他で合計額は認められた補助金額となるように
する。応募申請の際よりも、認められる補助金額が
少なくなる場合があるが、そこは工夫して対応する。
図 7 は交付申請書の 2 ページ目で、研究の目的と研
究実施計画を応募申請と同様に記入する。 
 なお、採択されなかった場合は 4 月下旬頃にその
旨連絡があるが、その理由と、同じ審査希望分野の
採択されなかった他の申請と比較してどの程度のレ
ベルにあるかという情報についても示されるので、
次回の参考になる。筆者の経験では、申請した課題
が奨励研究の目的（教育的・社会的意義）と合致し
ているかどうかということと、申請する経費の内訳
（備品・消耗品等のバランス）などが可否を決める
ポイントとなるのだろうと考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 補助金交付申請書の 1 ページ目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 補助金交付申請書の 2 ページ目 
 
３．研究の実施とその成果の公表 
3.1  研究の実施 
採択の可否がわかるのは 4 月初旬である。採択の
内定が出たならば、研究経費の交付申請書類を提出
し研究を始めることができる。あらかじめ、提出し
た計画に沿って進める。筆者の場合、はじめの一月
で触媒調製を行い、その後、反応試験および触媒の
キャラクタリゼーション（化学的・物理的特性を明
らかにすること）を行う計画であった。実際には諸
般の事情でやや遅れたが、6 月中にはほぼ計画通り
実験が軌道に乗った。特に大学が夏季休業中は稼ぎ
時である。なるべく時間を上手く使い、業務に支障
がないよう進めた。9 月には、触媒学会・触媒討論
会が開催された。参加することを検討したが、関連
する発表がほとんどなかったため、次回以降の討論
会への参加と成果を公表することにした。 
3.2  成果の公表 
 公的資金である以上、当然のことながら成果を公
表し社会へ還元しなければならない。その方法につ
いては、学会発表、論文発表、国際会議、新聞、雑
誌などもあるが本学の技術職員にとってありがたい
のが毎年 3 月に開催される技術発表会である。また、
全国的に国立大学の技術職員により行われている技
術研究会もその手段の一つである。本学の技術発表
会について言えば、発表当日に口頭またはポスター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 研究実績報告書の 1 ページ目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 研究実績報告書の 2 ページ目 
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 図 3 には研究計画調書の 3 ページ目を示した。こ
のページの前半では、申請時の最近の成果発表につ
いて記入する。技術報告などでの発表も成果の一つ
として示すとよい。後半では、この申請する奨励研
究について、指導してくださる教員等がいれば、そ
の方の氏名、職名、推薦理由または指導方法を記入
する。先程、奨励研究は一人で行うものということ
を述べたが、指導してくださる方がいる場合は、記
入したほうが良い。特に初めて奨励研究を行う場合
は、その方が良い。また、いない場合でも助言を得
られる方を探しておき、その旨記入しておくと良い。  
 図 4 は研究経費一覧で、奨励研究を実施するため
に必要な経費を算出し、記入する。筆者の場合、今
回は 30 万円を超えるような備品の申請はしなかっ
た。消耗品類、情報収集と成果発表のための学会へ
の出張旅費、その他として学会の参加費と発表用ポ
スター制作費である。学会での発表は、研究を初め
てすぐには難しいが、あらかじめ経験があり、成果
が期待できるものであれば、申請しておくと良い。
それぞれの金額についてはカタログ等で調べておき、
計算ミスのないよう注意する。 
図 5 は応募カードで、研究分野の専門番号、研究
課題名、氏名、住所、勤務先、職業、応募経費を記
入する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 応募カード 
研究課題名は 40 字以内と決められているので、研
究内容とよく一致してわかりやすく記入する必要が
ある。また、濁点などのついた文字は、一文字とし
てカウントされる。一番下の欄は、応募経費（金額）
で研究計画調書の 4 ページ目に示した合計金額を記
入する。 
応募申請は、11 月頃であるが、採択が可となれば、
実施年度の 4 月初めに連絡がある。この時、認めら
れる補助金の額が示される。それに合わせて交付申
請書を定められた期日までに提出する。図 6 と図 7
に交付申請書を示した。図 6 は 1 ページ目で、研究
代表者の勤務先・住所・連絡先、自宅住所・連絡先、
氏名を記載する。研究課題名と補助金の使途予定内
訳を記入する。内訳は物品費、旅費、人件費・謝金、
その他で合計額は認められた補助金額となるように
する。応募申請の際よりも、認められる補助金額が
少なくなる場合があるが、そこは工夫して対応する。
図 7 は交付申請書の 2 ページ目で、研究の目的と研
究実施計画を応募申請と同様に記入する。 
 なお、採択されなかった場合は 4 月下旬頃にその
旨連絡があるが、その理由と、同じ審査希望分野の
採択されなかった他の申請と比較してどの程度のレ
ベルにあるかという情報についても示されるので、
次回の参考になる。筆者の経験では、申請した課題
が奨励研究の目的（教育的・社会的意義）と合致し
ているかどうかということと、申請する経費の内訳
（備品・消耗品等のバランス）などが可否を決める
ポイントとなるのだろうと考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 補助金交付申請書の 1 ページ目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 補助金交付申請書の 2 ページ目 
 
３．研究の実施とその成果の公表 
3.1  研究の実施 
採択の可否がわかるのは 4 月初旬である。採択の
内定が出たならば、研究経費の交付申請書類を提出
し研究を始めることができる。あらかじめ、提出し
た計画に沿って進める。筆者の場合、はじめの一月
で触媒調製を行い、その後、反応試験および触媒の
キャラクタリゼーション（化学的・物理的特性を明
らかにすること）を行う計画であった。実際には諸
般の事情でやや遅れたが、6 月中にはほぼ計画通り
実験が軌道に乗った。特に大学が夏季休業中は稼ぎ
時である。なるべく時間を上手く使い、業務に支障
がないよう進めた。9 月には、触媒学会・触媒討論
会が開催された。参加することを検討したが、関連
する発表がほとんどなかったため、次回以降の討論
会への参加と成果を公表することにした。 
3.2  成果の公表 
 公的資金である以上、当然のことながら成果を公
表し社会へ還元しなければならない。その方法につ
いては、学会発表、論文発表、国際会議、新聞、雑
誌などもあるが本学の技術職員にとってありがたい
のが毎年 3 月に開催される技術発表会である。また、
全国的に国立大学の技術職員により行われている技
術研究会もその手段の一つである。本学の技術発表
会について言えば、発表当日に口頭またはポスター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 研究実績報告書の 1 ページ目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 研究実績報告書の 2 ページ目 
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で行われるとともに、報告書が発行され、全国の国
立大学図書館、国会図書館等に寄贈されている。ま
た、近年ではインターネットによる公表も行われて
いる。研究内容によって、どの場で発表するのが適
切か検討して発表するとよい。さらに、これまでに
ない顕著な成果が得られたならば、特許申請も可能
である。この場合、職務発明となるかどうかの審査
を学内の審査委員会に提出し判断を仰ぐことになる。
筆者の場合には、2008 年に行った奨励研究の成果を
特許申請し、取得することができた[21]。なお、特許
申請については、公表から 6 ヶ月を経過すると新規
なものとはみなされず、特許申請ができなくなる。
また、公表後直ちに特許申請する場合でも、学会な
どで発表する場合には、その発表証明書を学会から
取得しておく必要がある。 
平成 27 年度の奨励研究については、学会発表での
発表を計画中である。その内容については、機会を
見て紹介したい。 
なお、発表に関しては必ず、奨励研究によって得
られた成果であることを明記しなければならない。
その文言についてはあらかじめ定められた書式によ
る。 
 通常、奨励研究は単年度で行われ、その後、奨励
研究実施の翌年度の初めに研究実績報告書（図 8, 9）
および研究成果発表報告書（図 10）を提出する。研
究実績報告書では、1 ページ目に研究実績の概要を、
2 ページ目には実際に発表した雑誌論文、学会発表、
図書、特許出願等について記述する。技術研究会や
技術発表会における発表も記述する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 10 研究成果発表報告書 
研究成果発表報告書では、実績報告書に記載した
発表について、同様に記載する。 
４．今後の展望 
奨励研究は、教育的・社会的意義のあるもので広
く世間に役立つことが求められている。その成果は
また同時に、同じ分野で業務を担当している他の技
術職員にとっても、役に立てられるものであろう。
奨励研究の実施はその技術職員にとって励みとなり、
成長に資するものでもある。かつて北関東国立大学
等教室系技術職員研修（化学・茨城大学で実施）に
おいて、当時の理工学部長か人事部長かは定かでな
くなってしまったが、その方の訓示は今も記憶に残
っている。それは、「日々研鑽」である。研修は毎
年一回、化学、情報、電気、機械などの専門分野を
順番に行われていたが、訓示では毎日が技術職員に
とって研修であるということであった。このことに
とても感銘を受けた。今でも時々思い起こしている。
教室系技術職員の場合、一つの専門分野でも、実際
の業務は様々な技術を用いる必要があり、日頃から
自己研鑽をしておくことが望まれると筆者は考えて
いる。そういった意味でも、奨励研究に取り組むこ
とは、重要である。本報告により、これまで奨励研
究に興味を持たれなかった方にとって、敷居が低く
なり、少しでも多くの技術職員が参加することがで
きれば、社会にとってもまた、本学にとっても得ら
れるものは多く、それはまた、筆者の喜びでもある。
最後に、奨励研究などの研究成果を検索するための
インターネットのサイトを紹介しておく。それは、
「日本の研究．com」である[22]。研究者名や課題名
などのキーワードを入力することで検索することが
できるので、役立ててほしい。 
５．おわりに 
奨励研究はそれ自体、一人で行うことが前提とな
っているが、実際にはまわりの多くの方々の協力が
あってこそ、成し遂げられるものである。今回の奨
励研究の実施にあたり、ご理解とご指導を賜りまし
た筑波大学数理物質系、中村潤児教授、喜多英治教
授（数理物質科学等技術室室長）、近藤剛弘准教授
ほか教員各位に感謝申し上げます。諸手続きについ
て、特に申請書類の執筆について多大なご支援をい
ただきました本学数理物質エリア支援室の事務担当
者各位にこの場を借りて感謝申し上げます。 
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で行われるとともに、報告書が発行され、全国の国
立大学図書館、国会図書館等に寄贈されている。ま
た、近年ではインターネットによる公表も行われて
いる。研究内容によって、どの場で発表するのが適
切か検討して発表するとよい。さらに、これまでに
ない顕著な成果が得られたならば、特許申請も可能
である。この場合、職務発明となるかどうかの審査
を学内の審査委員会に提出し判断を仰ぐことになる。
筆者の場合には、2008 年に行った奨励研究の成果を
特許申請し、取得することができた[21]。なお、特許
申請については、公表から 6 ヶ月を経過すると新規
なものとはみなされず、特許申請ができなくなる。
また、公表後直ちに特許申請する場合でも、学会な
どで発表する場合には、その発表証明書を学会から
取得しておく必要がある。 
平成 27 年度の奨励研究については、学会発表での
発表を計画中である。その内容については、機会を
見て紹介したい。 
なお、発表に関しては必ず、奨励研究によって得
られた成果であることを明記しなければならない。
その文言についてはあらかじめ定められた書式によ
る。 
 通常、奨励研究は単年度で行われ、その後、奨励
研究実施の翌年度の初めに研究実績報告書（図 8, 9）
および研究成果発表報告書（図 10）を提出する。研
究実績報告書では、1 ページ目に研究実績の概要を、
2 ページ目には実際に発表した雑誌論文、学会発表、
図書、特許出願等について記述する。技術研究会や
技術発表会における発表も記述する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 10 研究成果発表報告書 
研究成果発表報告書では、実績報告書に記載した
発表について、同様に記載する。 
４．今後の展望 
奨励研究は、教育的・社会的意義のあるもので広
く世間に役立つことが求められている。その成果は
また同時に、同じ分野で業務を担当している他の技
術職員にとっても、役に立てられるものであろう。
奨励研究の実施はその技術職員にとって励みとなり、
成長に資するものでもある。かつて北関東国立大学
等教室系技術職員研修（化学・茨城大学で実施）に
おいて、当時の理工学部長か人事部長かは定かでな
くなってしまったが、その方の訓示は今も記憶に残
っている。それは、「日々研鑽」である。研修は毎
年一回、化学、情報、電気、機械などの専門分野を
順番に行われていたが、訓示では毎日が技術職員に
とって研修であるということであった。このことに
とても感銘を受けた。今でも時々思い起こしている。
教室系技術職員の場合、一つの専門分野でも、実際
の業務は様々な技術を用いる必要があり、日頃から
自己研鑽をしておくことが望まれると筆者は考えて
いる。そういった意味でも、奨励研究に取り組むこ
とは、重要である。本報告により、これまで奨励研
究に興味を持たれなかった方にとって、敷居が低く
なり、少しでも多くの技術職員が参加することがで
きれば、社会にとってもまた、本学にとっても得ら
れるものは多く、それはまた、筆者の喜びでもある。
最後に、奨励研究などの研究成果を検索するための
インターネットのサイトを紹介しておく。それは、
「日本の研究．com」である[22]。研究者名や課題名
などのキーワードを入力することで検索することが
できるので、役立ててほしい。 
５．おわりに 
奨励研究はそれ自体、一人で行うことが前提とな
っているが、実際にはまわりの多くの方々の協力が
あってこそ、成し遂げられるものである。今回の奨
励研究の実施にあたり、ご理解とご指導を賜りまし
た筑波大学数理物質系、中村潤児教授、喜多英治教
授（数理物質科学等技術室室長）、近藤剛弘准教授
ほか教員各位に感謝申し上げます。諸手続きについ
て、特に申請書類の執筆について多大なご支援をい
ただきました本学数理物質エリア支援室の事務担当
者各位にこの場を借りて感謝申し上げます。 
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This is an opinion for the recommendation to do an encouragement research for Japanese educators or engineers. 
Japanese educators or engineers can propose the Grants in Aid (Kakenhi) for educational research and/or technical 
research. In this report, how to apply it were described for Japanese educators or engineers. 
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